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コーパスと英語教育 
 

1.1. コーパスとは何か 

 

コーパス (corpus) は 

 

膨大な量の言語データをコンピュータに蓄積してデジタル化し、検索語や様々な言語統計

データを一瞬にしてコンピュータの画面に映し出すことのできるようにしたもの 

 

です。Longman 社や Oxford University Press などから出版されている学習英英辞典、日

本の学習英和辞典のほとんどはコーパスを用いて編纂されています。コーパスを利用した

言語研究はコーパス言語学と呼ばれていますが、コーパスの発展とともに 1990 年代からこ

の分野の研究が盛んになり、英語教育の分野では、学習辞書、文法書、テキストの編纂にそ

の成果を見ることができます。また、学習者の作文や会話などのデータを集めて「学習者コ

ーパス」と言われるものを作成し、それを利用した、L2 の学習者がどのレベルでどのよう

な間違いを犯しやすいか、L2 の学習者の英語の使い方の特徴は何かなどについての研究も

近年盛んになってきました。現在では研究の用途に合わせて、有料のもの、あるいは無料で

使えるさまざまなコーパスを利用できるようになっています。 

 

 

1.2. コーパスの種類 

 

コーパスには一般に 

 

◆言語使用の実態をバランスよく知るために構築された「汎用コーパス」 

◆特定の時代の英語を研究したり、学習者の英語の使用を調査するなど、特定の研究のた

めに構築された「特殊目的コーパス」 

 

の２つがあります。例えば、英語教育で授業のために利用するには汎用コーパスを、学習者

の英語の特徴的な間違いを知るためには学習者コーパスと呼ばれる特殊目的コーパスを使

うことになります。 

 

よく知られている汎用コーパスには British National Corpus (BNC)、The Bank of English

（BoE）、Corpus of Contemporary American English (COCA)などがあります。 
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 BNC  1 億語のイギリス英語のコーパスで、書き言葉 90%、話し言葉 10%の割合で構成

されています。BNC は「小学館コーパスネットワーク」（有料）の BNC Online を使用す

ることで、日本語の環境で検索ができます。 

 

 BoE  6 億 5 千語のイギリス英語 70%とアメリカ英語などで構成されたコーパスです。

このうち、一般向けに公開している 1 億語のコーパス WordanksOnline は、「小学館コーパ

スネットワーク」を利用することで日本語環境で検索できます。 

 

 COCA  2016 年 8 月現在、5 億 2 千万語を有するアメリカ英語のテレビ、ラジオ、新聞、

雑誌などから収集されたコーパスです。COCA は、現時点では、登録することにより無料

で利用できます。（「コカ」と呼ばれています） 

 

 

1.3. コーパスはなぜ英語教育に有効か 

 

 これまで、英語教師は英語の使い方に疑問が生じたり、生徒から質問を受けてその

疑問が解決しないときにはネイティブスピーカーに聞いていました。身近にすぐ疑問

が生じたときに答えてくれるネイティブスピーカーがいれば問題ありませんが、なか

なかそのような環境にない場合が多いのではないでしょうか。そのようなときに、大

量のデータを集めたコーパスは疑問を解決する手掛かりを与えてくれるものとして

有効です。 

 

ネイティブスピーカーに聞く場合でも、あらかじめコーパスで調べてから質問することに

よって、回答の精度を上げられることが期待できます。 

 

        例えば、中学校の授業で play the piano のように楽器の演奏には the を

つけると学校では教えることになっています。ところが、英語の文章を読んでいると play 

piano のような例が出てきます。 

 

実態はどうなっているのか、play the piano と play piano はニュアンスで違いがあるのか、

などの疑問が浮かびます。そのようなときには、まさにコーパスの出番です。「小学館コー

パスネットワーク」の BNC Online で、play the piano をレーマ検索（play のすべての変

化形を含めて検索）すると 149 例が画面に現れます。今度は play piano を検索すると 11 例

が現れました。15 分の１程度ですが、確かに play piano が使われていることがわかりまし

た。英米の違いがあるかもしれないので、今度は COCA で調べてみます。すると play the 
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piano が 788 例、play piano が 358 例で、イギリス英語、アメリカ英語の割合を比較する

と、アメリカ英語で play piano が多く使われていることがわかります。『ウィズダム英和辞

典』には「the が省略される傾向は((主に米))」という記述がありますが、コーパスを使うこ

とにより、実態をより具体的に把握することができます。さらにどのようなときに the が省

略されているのか、用例からニュアンスの違いを分析してみるのも面白いかもしれません。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

この play (the) piano の例で見られるように、コーパスは実際に使われている英語のデー

タですから、学校で教えるべき「規範文法」と実際に使われている「記述文法」の違いを

検証することができます。 

 

 

 

1.4. コーパスはどのように英語教育に生かすことができるか 

 

コーパスを授業に生かす場面として、 

 

 ① 教員が教材研究の段階でコーパスを利用する場合 

 ② 生徒が授業で実際にコーパスを使って英語の使用を学ぶ場合 

 

の２つが考えられます。 
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 ①「 教員が利用する場合」 

 

 ・教室での語彙指導に生かす 

 ・生徒の英作文を添削する際にコーパスを使う 

 ・英会話の授業に生かす 

 ・文法指導にコーパスを役立てる 

    ---- 学習文法と記述文法の観点からコーパスで観察学習をさせる 

 ・教材研究 ---- どのような用例を提示するかをコーパスで探す 

 

語彙指導を例にとると、頻度情報をもとに、まずどの表現を学習者に最初に教えるべきか、

また、同様に頻度情報に基づいて、学習者のレベルに合わせて関連表現をどこまで教えるか

といったことを判断することができます。 

 

例えば、have a cup of tea という表現では drink も take も使うことができ、辞書には

have[drink, take] a cup of tea が記述されています。BNC Online で頻度を調べてみると

have は 155 例、drink は 13 例、take は 3 例であることがわかります。頻度情報から自信

をもって have a cup of tea をまず生徒に教えることができます。 

 

 ②の「生徒が授業でコーパスを使う」場合 

 

CALL（コンピュータ支援学習）の一環として英作文の授業で使うことなどが可能です。学

習者が実際にコーパスを利用する場合は一定の語学能力を必要とするので、高等学校の上

級レベル、あるいは大学での英作文の授業ということになるかもしれません。 

 

 以下、教材研究でコーパスをどのように授業に生かすことができるか、実際に教室で英作

文にコーパスを利用する場合の具体例を通して見ていくことにします。 
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コーパスを語彙指導に生かす 

 
2.1.  コーパスと語彙指導 

 

コーパスはある語がどのような語と結びついて使われるかを一瞬にして検索することがで

き、使用頻度の高い表現を示すことができます。検索する前に言語直感を働かせて、どのよ

うな語と結びつくか予想しながらコーパスのデータを確認すると、教室でも授業を活性化

することができます。 

 

例えば、高校初学年の授業で「買い物に行く」go shopping のような、go doing で「…する」

のように使う動名詞には他にどのようなものがあるか、語彙を確認する場面を想定してみ

ましょう。まず生徒に考えさせ、生徒から回答を引き出した後に、コーパスの共起検索で「go 

+ 一般動詞(-ing)」を検索した結果を示し、どのような動名詞が上位に来るかを確認するこ

とができます。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

この検索結果の表では語尾の-ing は省略されていますが、go doing の型では go shopping

が 292 例で圧倒的に頻度が高いことがわかります。教師はこのデータを頻度順に説明した

り、生徒の学習レベルに合わせて、わかりやすいものを選択して生徒に示すことができます。 

 

例えば後者の基準で選択すると、go missing, go swimming, go fishing, go hunting、go 
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skiing,  go camping などが候補になるかもしれません。『スーパー・アンカー英和辞典』

（第 5 版）の解説には「doing の内容は気晴らしのために行うことである場合が普通」とあ

りますが、go missing を除いてはそのような内容であることもコーパスから確かめること

ができます。コーパスを用いたこのような観察学習も可能です。 

 

このような語と語の慣習的な結びつきは、コロケーション (collocation) と呼ばれています。 

 

 

2.2. コロケーション 

 

コロケーションは一般的に「語彙コロケーション」と「文法的コロケーション」に分類する

ことができます。have a dream, great influence, absolutely right, openly discuss（率直に

議論する）のような「動詞+名詞」「形容詞+名詞」、「副詞＋形容詞」、「副詞+動詞」などの

語と語の語彙的な関係は語彙コロケーションと呼ばれています。一方、enjoy talking のよ

うな enjoy の後に動名詞がくるような結びつき、certain that... 、damage to「…の破損」

のように動詞、形容詞、名詞が前置詞、不定詞、動名詞、節など文法構造を従える結びつき

を文法的コロケーションと言っています。 

 

例えば「濃いコーヒー」は strong coffee、「夢を見る」は have a dream です。日本語でも、将

棋は「将棋を指す」と言い、囲碁は「囲碁を打つ」と言います。このようなコロケーションの例を

示すと、学習者にはわかりやすいと思います。 

 

 

2.3. コロケーションはなぜ重要か 

 

(1) ネイティブ・スピーカーの英語に近い、自然な表現をするのに大変重要です 

「強風」は strong wind ですが、「大雨」は heavy rain となります。また、「高い可能性」

は a strong possibility と言い、×a high possibility とは言いません。 

 

(2) 様々な程度を表す副詞のニュアンスを知るのに大変重要です 

expensive につく程度を表す副詞を見てみると、extremely（すごく）、ridiculously 

[prohibitively]（法外に）、relatively（比較的）などの様々な語やその例文をチェックする

ことができます。 

 

(3) 多義語の場合、コロケーションがその単語の意味の決定に大きくかかわっていることが

あります。コロケーションを知れば、どの意味かを決定できます。例えば line には「線」
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「列」「電話回線」の意味がありますが、「動詞＋line」のコロケーションを見てみると、draw 

a line（線を引く）、jump a line（列に割り込む）、hold the line（電話を切らないでおく）

などを挙げることができます。 

 

 

2.4. 語彙コロケーション 

2.4.1. 名詞の例 

 

名詞 mistake のコロケーションを BNC Online で見てみましょう。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

まず、動詞との結びつきを見ると、make a mistake（間違える）, repeat the mistake（間

違いを繰り返す）、correct a mistake｢誤りを直す｣、realize one’s mistake（誤りに気づく）、

avoid the mistake（誤りを避ける）などが高頻度です。 

 

次に形容詞との結びつきを見ると、どのような誤りか「誤りの重大性」を表す形容詞としば

しば連結していることがわかります。 
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－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

｢誤りの重大性｣を表すのに、a big [great / bad /serious/ terrible] mistake のように多様な

形容詞が使われています。この他に、a common mistake（よくある間違い）、the same 

mistake（同じ過ち）、past mistakes（過去の過ち）などの形容詞と連結する高頻度のコロ

ケーションも覚えておきたい表現です。また、コミュニケーションでは、by mistake（誤っ

て、間違って）や、it is a mistake to do、 make a mistake of doing のようなフレーズを

知っておくことも重要です。このようにコーパスを用いることにより、高頻度の重要なコロ

ケーションやフレーズを確認して語彙指導に役立てることができます。  

 

 

2.4.2. 副詞の例 

 

副詞はこれまで英語教育の中であまり重視されてきませんでしたが、発信のための英語教

育が重視される昨今、微妙なニュアンスを伝える副詞の機能は重要です。例えば、It is very 

cold today.と言うときに、very の他にどのような副詞が使えるか生徒に聞いてみると、ヴ

ァリエーションが意外と少ないことに気がつきます。BNC Online で検索すると、really [so 

/ too / pretty/ extremely/ quite] cold の他にも bitterly [freezing] cold などのさまざまな副

詞とともに使われています。 

 

ここでは rapidly（急速に）と highly（高度に、非常に）がどのような表現で使われている

かを見てみましょう。「rapidly +形容詞」を検索してみます。 
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－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

上掲の共起頻度の表から、rapidly は「変化を表す形容詞」とともに用いられていることが

わかります。使用頻度の高いのは次のような形容詞です。rapidly growing [increasing / 

deteriorating / developing / decreasing / progressive etc.]（急速に成長している［増加して

いる、悪化している、発展している、減少している、進歩している］。 

 

また、highly はネイティブ・スピーカーがよく使っている副詞ですが、どのような形容詞

とともに用いられるかは、大学生に聞いてもピンとこないようです。BNC を検索した結果

は次のとおりです。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

highly successful [unlikely / significant /skilled / competitive / effective / sensitive / 

sophisticated / intelligent etc.] （大成功の［全くありそうにない、非常に意義深い、高度

な技能を持った、すごく競争の激しい、非常に有効な、非常に敏感な、高度に洗練された、
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とても聡明な］）のような表現はぜひ使えるようにしておきたい表現です。 

 

 

        ① completely, widely がどのような形容詞とともに使われているか調べよ．②（形

容詞の例として）「look+形容詞」（例：look happy）で、 どのような形容詞が高頻度か調べよ 

 

 

2.5. 文法的コロケーション 

 

文法的コロケーションについて見ておきましょう。英和辞典ではコーパスが発達するずっ

と以前から動詞がどのような型を取るか、記述されてきました。これは戦前日本の英語教育

に貢献したホーンビー (A. S. Hornby) の影響によるものです。基本動詞の型の知識は作文

や会話において極めて重要です。例えば、believe がどのような型を取るかは辞書でも確認

できますが、コーパスを検索することで使用頻度も含めて確認することができます。believe

の共起頻度を検索すると下記のような画面が現れます。 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

画面からは believe that…が圧倒的に高頻度であることがわかります。共起頻度表から

believe がとるパターンを予測しながら単語をクリックすると、「believe in＋名詞」、believe 

to be [to have p.p. / to do] のように to 不定詞を取る型、 believe it, believe you のように

物事や人を表す目的語との連結、believe A to do (e.g. I believe him to be guilty.「彼は有罪

だと思う」) という型、また、左側に目を向けると it is believed that [ to do] (e.g. It is widely 

believed that Mars once had seas.「火星にはかつて海があったと広く信じられている」)と

いうフレーズが高頻度であることもわかります。 
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2.5.1. 名詞の例 

 

これまで名詞や形容詞の文法的コロケーションはあまり重視されてきませんでした。名詞

の文法的コロケーションの例として idea を取り上げてみましょう。BNC Online の共起検

索で調べると、the idea of A [-ing], an idea about A, idea that…, idea to do (e.g. It’s a good 

idea to go to the doctor. 「医者に診てもらうのがいいね」)、have no idea (that/ how/ what/ 

why 節)（e.g. I have no idea what’s going on.「何が起こっているのかわからない」）など

が高頻度です。また、語彙コロケーションでは、have no idea, exchange ideas, get an idea, 

support the idea, develop the idea などの「動詞+idea」、a good [excellent/ interesting/ 

clear]などの「形容詞+idea」との結びつきを確認することができます。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

 

2.6. 類義語とコロケーション ---- relation と relationship 

 

英語は類義語が豊富な言語と言われています。類義語の使い分けには文語と口語、英米の違

いなど様々な要因が絡んでいますが、コーパスを利用することによって、コロケーションの

違いなどから意味の微妙な違いを検証することが可能になります。relation と relationship

はともに「関係」の意味を表しますが、使い方において違いはあるのでしょうか。まず、コ

ーパスを使って単複を含む共起語を検索してみることにします。両語と共起する高頻度の

前置詞は between, with, to, of などであることがわかります。relationship は between と

の結びつきが極めて高く, 両者の関係をより明示的に述べるときに用いられています。

relation は、public, industrial, diplomatic, social, foreign, economic などの社会的な関係

を表す形容詞と高頻度で連結していることもわかります。 
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－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

次に relationship と relation と名詞のコロケーションを共起検索で調べてみます。

relationship は右側の総合ランキングを見ると、people, man, parent, woman, child など

人間同士の関係により多く用いられています。一方、relation は China, state, country, 

Britain など、国家や committee, community などの組織との関係に用いられることがわか

ります。 

 



13 

 

 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

        次の類義語をコーパスで調べよ： country, nation と state, choose と select, 

refuse, reject と decline, criticize, blame と accuse 
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コーパスを英作文指導に生かす 
 

3.1.  コーパスと英作文指導 

 

コーパスを英作文の指導でどのように活用できるかについては、いくつかの方法がありま

す。 

 

1   BNC のように様々なテキストからバランスよくデータを集めた汎用コーパスを用いる場合、

例えば生徒の書いた英文が不自然と思われるときに、コーパスで確認して自然な正しい

英語に添削することができます。。 

 

2    英米のデータが集められている WordbanksOnline では、英米の用法の違いを確認し生徒

に示すことができます。 

 

3    大学の授業では、卒論やレポート指導の際に、アカデミックライティングで用いられる表

現をコーパスで調べ、英文作成に応用することも可能です。 

 

日本人英語学習者の初期の段階では、「夢を見る」を英訳する際に、母語の干渉を受けて have 

a dream を see a dream と書いてしまう誤りがよく見られます。そのような日本人の生徒

が間違えやすい表現を調べて、英作文の指導に生かすには JEFLL Corpus のような

learner’s corpus を利用することが可能です。 

 

例えば、前置詞の使い方は日本人学者が間違えやすい文法事項の１つです。生徒が×This is 

my schedule of the next three months. という英文を書いたとします。生徒に「…のスケ

ジュール」という場合に schedule の後にどのような前置詞が来るかを説明する際に、コー

パスのコンコーダンスラインを示して、schedule for the next three days [months/ years]

のように for が使われることを、納得のいくように用例を示して説明することができます。 
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－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

アカデミックライティングでよく使われる語彙から conclusion を取り上げてみます。まず

conclusionがどのような動詞と共に用いられるかをBNC Onlineの共起検索で検索すると、

下記のような表が現れます。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

動詞との連結では reach [draw / support / lead to / avoid /accept] a conclusion（結論に達

する［引き出す・支持する・導く・避ける・受け入れる］）、jump to conclusions（結論を急

ぐ）のようなコロケーションが高頻度で用いられること、コンコーダンスラインを調べるこ

とにより、しばしば reach[draw / avoid] the conclusion that…のように、that 節を伴って

「…の結論に達する［結論を引き出す / 結論を避ける］のように用いられること、avoid で

は It is difficult[hard] to avoid the conclusion that…（…と結論せざるを得ない）のように

用いられていることがわかります。 
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－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

このように、アカデミックライティングで語の使い方をコーパスで確認しながら論文やレ

ポートを作成したり、普段の学習でコーパスを検索しながら役に立つ表現を蓄積しておく

ことは有益です。また、授業では教師がこのような表現をコーパスを用いながら授業で提示

することも可能ですが、学習者が自律的にコーパスを用いて学習できるように導くことも、

大学での上級レベルでは可能になります。 

 

 

3.2.  学習者が間違って使いやすいコロケーション 

日本人学習者のコロケーションの間違いにはいくつかの要因がありますが、ここではその

中から、「母語の干渉」「語順の逆転」「前置詞との連結」を取り上げます。 

 

3.2.1. 母語の干渉 

「電話に出る」（answer the phone）、「電話が切れた」（the phone went dead）のように「出

る」、「切れた」という日本語をそのまま英訳しようして、自然な英語が出てこないことがあ

ります。このような例は「母語の干渉」と言われています。日本語と英語が一致しないコロ

ケーションは意識的に覚える必要があります。 

 

「ピクニックをする」(have a picnic)、「宿題をする」(do homework)、「庭仕事をする」(do 

the garden)、「おしゃべりする」(have a chat)、「抗議する」(make a protest)などのように、

「～する」にどのような動詞を使うかは、日本人学習者が間違えやすいコロケーションです。

do とどのような名詞が連結するか、make とどのような名詞が連結するかを、コーパスで

検索して授業に生かすことができます。たとえば、do とともに用いられる名詞にどのよう

なものがあるかを見てみましょう。 
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－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

この共起頻度の画面から、高頻度のコロケーションは、do a job, do business, do work, do 

research, do homework などであることがわかります。では「make＋名詞」はどうでしょ

うか。 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

「make+名詞」では、make sense, make a difference, make no difference, make a decision, 

make an effort, make a mistake, make a statement, make arrangement などが高頻度で

出現します。生徒の理解度に合わせてまとめて提示することにより、語彙学習を効果的に進

めることが可能となります。  
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3.2.２. 語順の逆転 

 

英語には A and B のコロケーションがたくさんあり、「原因と結果」(cause and effect)のよ

うに語順が固定しているものもあれば、「肉と魚」(meat and fish / fish and meat)のように

どちらの語順も用いられるものもあり、固定度には差があります。コーパスを検索すること

により、頻度から固定度を確認することができます。ちなみに、meat and fish と fish and 

meat を BNC online で検索すると meat and fish（30 例）に対して、fish and meat（8 例）

で、どちらの言い方も可能ですが、meat and fish のほうがよく使われていることがわかり

ます。 

 

 

 

 

－British National Corpus（「小学館コーパスネットワーク」より） 

 

「水と油」(oil and water)、「飲食する」(eat and drink)のように日本語と語順が逆の場合

には、注意が必要です。advantage and disadvantage（長所と短所）、joy and sorrow（喜

びと悲しみ）、profit and loss（損益）、(the) rich and (the) poor（貧富）のように肯定的な

ものと否定的なものの連結では、英語では肯定的なものが先に来る傾向があることも、コー

パスを検索することにより確認することができます。 
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3.2.3. 前置詞との連結 

 

「改善の余地」(room for improvement)、「車の損傷」(damage to the car)、「アルコールの

税金」(the tax on alcohol)のように、「…の～」と言いたいとき、日本人学習者は「の」に

当たる英語として of を思い浮かべがちです。「名詞＋の＋名詞」を英語で表現するとき、前

置詞が of に対応しない場合は、名詞の後にどのような前置詞を伴うかに注意させることが

大切です。 

 

日本人学習者が間違いやすい前置詞の例をまとめておきます。 

the key to success 「成功の鍵」 

a ticket for the concert 「コンサートのチケット」 

an expert in [on] economics 「経済学の専門家」 

 

         

① 「保険」は「保険に入る」、「保険を掛ける」、「保険がきく［適用される］」、「保険金を請求する」な

ど、しばしばコロケーションとして用いられる。コーパスで insurance を調べ、それぞれの英語のコ

ロケーションを確認するとともに、教室での指導で活用できそうなその他の高頻度のコロケーション

を調べよ。 

② 「It is + 形容詞 + that ...」のフレーズではどのような形容詞が高頻度か調べ、形容詞を意味グルー

プに分類せよ。 
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終わりに 
 

以上、コーパスを英語教育の現場でどのように活用することができるかについて、具体例を

挙げながら見てきました。コーパスは、語彙、文法、英作文などの指導において、英語の使

用実態の頻度情報などを根拠にしながら、どのような英語表現が自然な使い方なのかを確

認することができます。中学、高校での語彙や文法項目をコーパスで調査した結果を授業の

資料として準備し、状況に応じて指導や解説に役立てることは、授業を活性化することにも

つながります。また、JEFLL Corpus などの学習者コーパスや、アカデミック・ライティン

グ、科学英語、経済英語を集めたジャンル別のコーパスを利用することで、大学での英文レ

ポート、卒業論文やビジネス英語の指導においても活用することが可能です。コーパスは研

究分野のみならず英語教育の現場でも有効に活用できる言語資料です。コーパスをぜひ授

業や自己研修でご活用ください。 
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